
決 算 期
配当金受領株主確定日

定 時 株 主 総 会
基 準 日

上 場 証 券 取 引 所

公 告 掲 載 方 法

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関
連 絡 先

毎年９月30日
期末配当　毎年９月30日
中間配当　毎年３月31日
毎年12月
毎年９月30日
その他必要があるときは、予め公告して設定い
たします。
株式会社東京証券取引所　市場第二部
証券会員制法人福岡証券取引所
電子公告により行います。　　　　　　　　
　http://www.koatsuind.co.jp/
ただし、事故その他やむを得ない事由により、
電子公告にすることができない場合は、日本経
済新聞に掲載します。

三菱UFJ信託銀行株式会社

〒137-8081
新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話 0120-232-711（通話料無料）

株主
メモ

１．株券電子化に伴い、株主様の住所変更・買取請求その他各
種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている
口座管理機関（各証券会社等）で承ることとなっておりま
す。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行株式会社）ではお
取り扱いできませんのでご注意ください。

２．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきま
しては、三菱UFJ信託銀行株式会社が口座管理機関となっ
ておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ
信託銀行株式会社）にお問合せください。なお、三菱UFJ
信託銀行株式会社各支店にてもお取次ぎいたします。

３．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行株式会
社本支店でお支払いいたします。

ご  注  意

〒890-0008　鹿児島市伊敷五丁目17番5号
TEL.（099）229-8181 FAX.（099）220-5338

http://www.koatsuind.co.jp/
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株主の皆様へ
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　株主の皆様におかれましては、日頃より格別のご支援・ご協力

を賜り厚く御礼を申し上げます。

　平成３０年９月３０日をもちまして、当社第６０期（平成２９年

10月１日から平成３０年９月３０日まで）を終了いたしましたので、

その概要をご報告申し上げます。

　当期におけるわが国の経済は、企業の好調な業績を背景に、設

備投資は堅調に推移するなど、企業業績や雇用環境は回復基調

で推移しておりますが、先行きの不安は払拭されず、個人消費は

依然として低迷しております。

　また米中間の通商問題などの国際情勢による国内経済への影

響など、依然として先行き不透明な状況であります。

　建設業界におきましては、各地で多発する地震や豪雨災害、大

型台風災害等の自然災害による復旧復興関連事業や既存インフ

ラの耐震補強・補修事業、２０２０年に開催されます東京オリンピ

ック・パラリンピックに伴うインフラ整備など、先行性を有する公

共投資は堅調に推移しているものの、業界の慢性的な労働力不足

や労務費・資材購入費の高騰等も影響して、厳しい経営環境が続

いております。

　このような中、当社グループは当期経営基本方針として「挙社

一致、わが社の働き方改革の推進力を、より良い受注と生産性向

上を目指すことより、発揮する。」を掲げ、鋭意努力してまいりま

した。

　その結果、売上高におきましては、大型工事の工事進捗が順調

に推移したことなどにより、96億87百万円と前連結会計年度に

比べ５億28百万円（5.8%増）の増収となりました。

　また建設事業におきまして、完成工事高の増加と工事原価の圧

縮に伴い、経常利益は４億18百万円と前連結会計年度に比べ99

百万円（31.2%増）の増益となりました。

　親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、資産の使用

用途変更による減損損失が発生したため、２億44百万と前連結会

計年度に比べ53百万円（17.8%減）の減益となりました。

　今後の展開としましては、地元九州のみならず、より広範囲の受

注を目指し、安全施工・高品質施工・高精度施工により工事評点

向上に努めるとともに、更なる生産性向上を図って、経費削減の

徹底や収益力の向上を目指してまいります。

　また建設業界が進めている工事用部材のプレキャスト化にも

取り組んでまいります。

　更に「働き方改革」につきましても、有給休暇の取得促進や完全

週休２日制の実施などを積極的に推進することにより、社員のモ

チベーション向上を図っていくとともに、人手不足に対応するため

積極的な人材確保と人材育成を、全社を挙げて取り組んでまいり

ます。

　今後とも社業の発展に全力を尽くしてまいる所存でございます

ので、株主の皆様におかれましては、引き続き変わらぬご支援と

ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

平成30年１２月

コ ーア ツ 工 業 株 式 会 社
　代表取締役社長　吉田  三郎
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【橋梁工事】

私たちの取り組んだ技術開発・研究の成果は、
新しい技術や工法として多くの構造物に活かされています。

堀川橋
（鹿児島県南さつま市）

平良上第一跨道橋
( 鹿児島県曽於郡大崎町 )

町中第２橋
（熊本県葦北郡津奈木町）

鴨川東岸線橋梁
（京都府京都市）

Photo / 針陽地区 FP
（長崎県佐世保市）

Photo / 西光寺 7号橋
　（鹿児島県霧島市）

Photo / 甑架橋第 2橋
（鹿児島県薩摩川内市）

道のつづきを、つくっています。



【コンクリート二次製品】 【基礎工事】

鹿児島市電軌道敷緑化前

鹿児島市電軌道敷緑化

テールアルメ環境ブロック

確かな技術で暮らしを支える多様化する時代の、次なる創造を

わたしたちが目指している『うるおいのある環境づくり』の実現
のために、日々研究開発を重ね、品質管理や製造環境を厳しく
管理することで、安心安全な商品を提供しています。

建物や構造物を支える基礎工事（杭打ち工事）は、近年多発する
自然災害から人々の暮らしを守るために欠かせないものです。
載荷物の重量や地盤の状況により、低振動・低騒音はもとより、
環境面に配慮した工法を取り入れています。
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【資産の部】
流動資産
固定資産
資産合計
【負債の部】
流動負債
固定負債
負債合計
【純資産の部】
株主資本
　資本金
　資本剰余金
　利益剰余金
　自己株式
その他の包括利益累計額
純資産合計
　負債純資産合計

（単位：千円）

3,414,050

7,666,852

11,080,902

3,506,791

1,292,104

4,798,895

1,319,000

1,278,500

3,544,051

△ 4,805

145,261

6,282,007

11,080,902

第59期
H29.9.30現在

3,901,814

7,480,165

11,381,979

3,795,705

1,102,924

4,898,630

1,319,000

1,278,500

3,751,002

△ 5,144

139,991

6,483,349

11,381,979

第60期
H30.9.30現在

連結損益計算書（要約）連結損益計算書（要約）連結貸借対照表（要約）連結貸借対照表（要約）

売上高
売上原価
売上総利益
販管費及び一般管理費
営業利益
営業外収益
営業外費用
経常利益
特別利益
特別損失
税金等調整前当期純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
親会社株主に帰属する当期純利益

（単位：千円）

9,159,517

7,886,714

1,272,802

956,968

315,834

32,948

29,622

319,160

17,777

55,702

281,235

104,493

△ 121,151

297,893

第59期
H28.10.1～
H29.9.30

9,687,634

8,360,452

1,327,182

921,689

405,492

33,991

20,621

418,861

1,200

107,390

312,671

62,053

5,750

244,868

第60期
H29.10.1～
H30.9.30

連結キャッシュ・フロー（要約）連結キャッシュ・フロー（要約）

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物の増減額（△は減少）
現金及び現金同等物の期首残高
現金及び現金同等物の期末残高

（単位：千円）

769,714

△ 482,361

△ 184,487

102,865

307,276

410,141

第59期
H28.10.1～
H29.9.30

735,747

△ 177,932

△ 480,107

77,707

410,141

487,849

第60期
H29.10.1～
H30.9.30

 甑架橋第4橋（鹿児島県薩摩川内市)
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【資産の部】
流動資産
固定資産
資産合計
【負債の部】
流動負債
固定負債
負債合計
【純資産の部】
株主資本
　資本金
　資本剰余金
　利益剰余金
　自己株式
評価・換算差額等合計
純資産合計
　負債純資産合計

（単位：千円）

3,134,556

7,747,381

10,881,938

3,349,764

1,305,735

4,655,500

1,319,000

1,278,500

3,509,055

△ 4,805

124,688

6,226,438

10,881,938

第59期
H29.9.30現在

3,660,530

7,528,849

11,189,380

3,677,124

1,117,006

4,794,131

1,319,000

1,278,500

3,702,825

△ 5,144

100,067

6,395,248

11,189,380

第60期
H30.9.30現在

単体損益計算書（要約）単体損益計算書（要約）単体貸借対照表（要約）単体貸借対照表（要約）

売上高  
売上原価  
売上総利益  
販管費及び一般管理費  
営業利益  
営業外収益  
営業外費用  
経常利益  
特別利益  
特別損失  
税引前当期純利益
法人税、住民税及び事業税  
法人税等調整額  
当期純利益

（単位：千円）

8,469,027

7,358,610

1,110,416

894,722

215,693

32,109

29,236

218,566

17,777

55,702

180,641

67,557

△ 110,293

223,377

第59期
H28.10.1～
H29.9.30

9,007,905

7,773,839

1,234,066

852,779

381,286

33,050

20,375

393,962

7,058

105,854

295,166

60,539

2,938

231,688

第60期
H29.10.1～
H30.9.30

女性社員による現場パトロールの様子
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自己名義株式（１名）
0.21％

金融機関（11名）
2.30% 外国法人等（5名）

1.04％

個人・その他
（401名）
83.71%

事業会社
その他法人
（51名）
10.65%

金融機関
（117,800株）

15.50%

合  計
479名

個人・その他
（269,293株）
35.43%

事業会社・その他法人
（362,104株）
47.64%

外国法人等
（5,525株）0.73%

証券会社（3,535株）
0.47%

合  計
760,000株

証券会社（10名）2.09％

○ 単元未満株式の買取制度について
　当社の株式は単元株式数（売買単位）を100株としているため、
100株に満たない株式（単元未満株式）は市場では売買すること
はできません。そのため、単元に満たない株式を当社に対して買取
請求（売却する）することができる制度のことです。
　証券会社等に口座を開設されている株主様は、お取引証券会
社等にご連絡下さい。それ以外の株主様は、下記三菱UFJ信託銀
行株式会社 証券代行部にご連絡下さい。

【お問い合わせ先】 

〒137-8081　
新東京郵便局私書箱第29号　三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 
証券代行部

0120-232-711
（通話料無料）

午前９時～午後５時
（土日、祝日を除く） 

受付時間

株　　主　　名 株　式　数 持株比率

株 式 会 社 植 村 組
株 式 会 社ガイアテック
株式会社南日本運輸建設
コー ア ツ 工 業 共 栄 会
株式会社日本地下技術
コーアツ工業従業員持株会
松 澤 　 孝 一
株 式 会 社 鹿 児 島 銀 行
鹿児島リ－ス株式会社
南日本 開 発 株 式 会 社

67,900
67,876
49,460
49,100
42,480
33,490
25,800
24,000
24,000
20,088

株

株

株

株

株

株

株

株

株

株

8.95
8.95
6.52
6.48
5.60
4.42
3.40
3.17
3.17
2.65

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％
（持株比率は、自己株式を除く）

【株式状況】 【株式のお手続きに関するお知らせ】

■ 所有者別分布状況（株主数比率） ■ 株主状況

■ 所有者別分布状況（株式数比率）

1,000株以上
（131,131株）

57名
17.26％

10,000株以上
（550,494株）

22名
72.43％

100株以上
（77,740株）

368名
10.23％

合  計
760,000株

■ 所有者別分布状況（株式数比率）

①
②
③
④

3 , 0 4 0 , 0 0 0株
7 6 0 , 0 0 0株

4 7 9名

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株　主　数
大株主の状況

自己名義株式（1,743株）
0.23%

100株未満
（635株）32名
0.08％



物件名：薩摩川内市甑大明神橋

株式会社ケイテック 

設 立

資 本 金

従業員数

出資比率

事 業 所

事業目的

平成10年11月10日

4,500万円

26名

コーアツ工業株式会社100％

本店／福岡市中央区赤坂一丁目13番10号
赤坂有楽ビル　TEL（092）724-7161

土木建築構造物の
維持補修の計画、設計及び施工

株式会社ケイテックは、長年の使用や交通量の増大、車両の大型化の影響
で劣化及び機能低下したPC構造物（橋梁等）に対する維持補修・補強工事
の専門会社として平成10年11月に設立した100％出資子会社であります。

新設から維持補修・補強へ

’16/9 ’17/9
0

200
400
600
800

（百万円）

’18/9

695

【売　上　高】

817

507

鹿児島県鹿児島市伊敷五丁目17番5号：
：

：

：

：

本 社
支 店

事 業 所

営 業 所

工 場

（ 東 京 都 港 区 ）
（ 大 阪 市 淀 川 区 ）
（ 福 岡 市 中 央 区 ）
（鹿児島県鹿児島市）
（鹿児島県薩摩川内市）
（ 宮 城 県 仙 台 市 ）
（ 茨 城 県 笠 間 市 ）
（ 神 奈 川 県 横 浜 市 ）
（ 愛 知 県 清 須 市 ）
（ 兵 庫 県 神 戸 市 ）
（ 山 口 県 山 口 市 ）
（北九州市小倉南区）
（ 長 崎 県 長 崎 市 ）
（ 佐 賀 県 佐 賀 市 ）
（ 熊 本 県 熊 本 市 ）
（ 宮 崎 県 宮 崎 市 ）
（鹿児島県薩摩川内市）
（ 鹿 児 島 県 肝 属 郡 ）
（ 沖 縄 県 浦 添 市 ）
（ 熊 本 県 宇 城 市 ）
（ 鹿 児 島 県 肝 属 郡 ）

東 京 支 店
大 阪 支 店
福 岡 支 店
南 栄 事 業 所
機材センター
東 北 営 業 所
茨 城 営 業 所
横 浜 営 業 所
名古屋営業所
神 戸 営 業 所
山 口 営 業 所
北九州営業所
長 崎 営 業 所
佐 賀 営 業 所
熊 本 営 業 所
宮 崎 営 業 所
川 内 営 業 所
鹿 屋 営 業 所
沖 縄 営 業 所
熊 本 工 場
大 隅 工 場

会社概要　

拠点一覧

コーアツ工業株式会社
鹿児島市伊敷五丁目17番5号
昭和34年11月10日
13億19百万円
236名
当社は、建設業法により特定建設業者として国土交通大臣許可（特-
２9）第１８２１号を受けており、主として次の事業を行っております。
① プレストレストコンクリート製品等の設計、製造販売並びに施工
② 土木・建築工事の設計、施工、監理、請負
③ コンクリート製品の型枠の賃貸　
④ 不動産の賃貸及び販売　　　　　
⑤ 発電及び売電

商 号
所 在 地
設 立
資 本 金
従 業 員 数
主な事業内容

【INFORMATION】

【連結子会社プロフィール】

【TOPICS】（平成30年9月30日現在）

役　　員　

代表取締役社長
常 務 取 締 役
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役

吉 田 三 郎
西 　 成 人
出 口 　 稔
木 下 博 志
胡摩窪 隆　二

社 外 取 締 役
社 外 取 締 役
社 外 取 締 役
常 勤 監 査 役
社 外 監 査 役
社 外 監 査 役

御 領 敏 博
田 村 英 晴
福 元 紳 一
萩 原 清 文
石  堂　和  雄
松野下　剛　市

建設業の仕事や私たちの会社に少しでも興味をもってもらえることを目的として
工業高校の学生に、甑島（薩摩川内市）で現場見学会を実施しました。
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